
Cisco UCS Manager と統合するための以前の
リリースバージョンのサーバのアップグ

レード

この章の内容は、次のとおりです。

• アップグレードに必要な項目, 1 ページ

• Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード, 2 ページ

• 統合型サーバでの Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootイメージの更新, 4 ページ

• サーバのデュアルワイヤ管理からシングルワイヤ管理へのアップグレード, 7 ページ

アップグレードに必要な項目
次に、Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerとを統合するためにアップグレードを行う場合に
必要な、サーバ CIMCの最小バージョンと Cisco UCS Managerのバージョンの要件を示します。

CIMC のバージョンサーバ
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CIMC のバージョンサーバ

1.4.5dC22

1.4.5dC24

C シリーズサーバのファームウェアのアップグレード
Cisco UCS Cシリーズサーバの CIMCのリリースバージョン 1.4は、Cisco UCS Manager 2.1との
統合に必要なレベルです。サーバの CIMCのリリースバージョンが Cisco UCS Managerとの統合
の要件を満たしていない場合は、サーバを Cisco UCSドメインに接続する前に、サーバのファー
ムウェアをアップグレードしてください。

手順

ステップ 1 お使いのサーバに対応する Host Upgrade Utility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索
し、ワークステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。
b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS) Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 2 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグ
レードの場合は仮想デバイスを準備します。

説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2 VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3 Cisco Cシリーズサーバの DVDドライブまたは外付け DVDドライブに
DVDを挿入します。

ローカルアップ

グレード
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説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Manager
ソフトウェアに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドにサーバのCIMCIPアドレスを入力し、次
にユーザ名とパスワードを入力します。

3 KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVM Console]ウィンドウを
開きます。

4 Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools] > [Launch Virtual
Media]を選択します。

5 [Virtual Media Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティ
リティ ISOファイルを検索し、選択します。 ISOをダウンロードした場所
に移動します。 ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。

6 [Virtual Media Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する
[Mapped]カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するの
を待ちます。 [Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

リモートアップ

グレード

ステップ 3 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6を押します。

ステップ 4 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的なCD/DVDデバイスを選択し、Enter
を押します（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを
押します。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 5 画面に BIOSと CIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you
read the Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は yを押します。

• EULAを読むには nを押します。 EULAが表示され、更新を続けるには yを、キャンセルす
るには nを押すよう求められます。 nを押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、qを押します。 qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。

ステップ 6 「Enter Choice」プロンプトで、[All the above]メニューアイテムに対応する数字を入力し、
すべてのファームウェアをアップグレードします。
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ユーティリティによって、お使いのサーバに適したファームウェアコンポーネントが選択され、

ファームウェアのアップグレードが実行されます。アップグレードが完了したことをコンソール

画面で確認してから、ステップ 7に進みます。

ステップ 7 [HostUpgradeMenu]で、「Enter Choice」プロンプトが表示されたら、[Reboot (ConfiguresCIMC
to UCSMmode—default factory settings)]メニュー項目に数値を入力して、UCSMモードでサーバを
リブートします。

ユーティリティによって、UCSMモードの設定を使用してサーバが再起動されます。このモード
で Cisco UCS環境との統合を実行できます。

（注） •再起動中に、新しい CIMCファームウェアが自動的にアクティブ化されます。

• UCSMモードの設定では、DHCP、アクティブ-アクティブの NIC冗長化、および
NICの Shared LOMモードがイネーブルになり、CIMCは管理ポートではなく 1Gb
LOMポート経由で制御されます。スタティック IPアドレスと管理ポートはすべ
てディセーブルになるため、CIMCとの接続は失われます。

次の作業

サーバを互換性のあるサーバリリースバージョンへアップグレードした後、サーバを Cisco UCS
ドメインの一部として、サーバへの物理的接続を確立する必要があります。サーバを Cisco UCS
FEXおよび FIに接続するには、クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと Cisco UCSドメ
インとの接続を参照してください。

統合型サーバでの Cisco UCS P81E VIC ファームウェアと
uboot イメージの更新

Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootのバージョンが 2.0(2g)よりも前である場合に、サー
バと Cisco UCS Managerのいずれかのバージョンを統合すると、UCS Managerソフトウェアから
ディスカバリおよび関連付け/関連付け解除に関する障害が返されます。このような障害を防ぐた
めに、次の操作を実行してください。

•サーバと UCSシステムを統合する前に、スタンドアロンモードで、P81E VICファームウェ
アと ubootイメージを必要最低限の 2.0(2g)のレベルにアップグレードします。

•サーバがすでに統合されている場合は、UCSManagerソフトウェアで P81E VIC ubootイメー
ジを更新することはできません。統合からサーバをいったん削除して、Cisco Host Upgrade
Utilityを使用してカードおよびサーバのファームウェアをアップグレードする必要がありま
す。

次の手順では、サーバが Cisco UCS Managerと統合されているときにアップグレードするプ
ロセスについて説明します。
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手順

ステップ 1 UCS Managerによるサーバの稼働を中止します。

ステップ 2 サーバの 1 Gb LOMポートからケーブルを取りはずします。

ステップ 3 LANから 1 Gb LOMポートのいずれか 1つ（UCSMモードでディセーブルにした専用の管理ポー
ト以外）にイーサネット回線を接続します。

ステップ 4 お使いのサーバに対応する Host Upgrade Utility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索
し、ワークステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。
b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS) Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 5 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグ
レードの場合は仮想デバイスを準備します。

説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2 VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3 Cisco Cシリーズサーバの DVDドライブまたは外付け DVDドライブに
DVDを挿入します。

ローカルアップ

グレード
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説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Manager
ソフトウェアに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドにサーバのCIMCIPアドレスを入力し、次
にユーザ名とパスワードを入力します。

3 KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVM Console]ウィンドウを
開きます。

4 Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools] > [Launch Virtual
Media]を選択します。

5 [Virtual Media Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティ
リティ ISOファイルを検索し、選択します。 ISOをダウンロードした場所
に移動します。 ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。

6 [Virtual Media Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する
[Mapped]カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するの
を待ちます。 [Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

リモートアップ

グレード

ステップ 6 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6を押します。

ステップ 7 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的なCD/DVDデバイスを選択し、Enter
を押します（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを
押します。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 8 画面に BIOSと CIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you
read the Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は yを押します。

• EULAを読むには nを押します。 EULAが表示され、更新を続けるには yを、キャンセルす
るには nを押すよう求められます。 nを押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、qを押します。 qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。
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ステップ 9 [Update UCS P81EVIC]オプションを選択します。カードファームウェアと ubootイメージが必要
なレベルに更新されます。

ステップ 10 [Update CIMC Firmware]オプションを選択します。 CIMCファームウェアが更新されます。

ステップ 11 次の画面でファームウェアレベルを確認します。

ステップ 12 [Reboot the machine]オプションを選択します。

ステップ 13 再起動中に F8プロンプトが表示されたら、F8を押して CIMC Configuration Utilityを開きます。

ステップ 14 CIMCConfiguration Utilityで [CIMC Factory Default]オプションを選択し、F10を押して変更内容を
保存します。

ステップ 15 FEXからサーバの 1 Gb LOMポートにケーブルを再度接続します。

ステップ 16 UCS Managerでサーバを再稼働させます。

サーバのデュアルワイヤ管理からシングルワイヤ管理へ

のアップグレード
サーバがデュアルワイヤ管理で Cisco UCSドメインと統合されている場合は、Cisco UCS Manager
をリリース 2.1にアップグレードすることで、サーバをシングルワイヤ管理で統合できるように
アップグレードできます。

Cシリーズラックマウントサーバがスタンドアロンモードで管理されている場合、シングル
ワイヤ統合のためにサーバをアップグレードするには、次の手順を実行します。

（注）

•サーバの電源を切り、該当する PCIeスロットに Cisco UCS VIC1225アダプタを挿入しま
す。

•「Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード」の手順に従います。

次に、デュアルワイヤ管理で統合された既存のサーバをシングルワイヤ管理での統合にアップグ

レードするプロセスを示します。

• CIMCおよびBIOSファームウェアを推奨レベルに更新します。「Cisco UCSManagerとのシ
ングルワイヤ統合の要件」を参照してください。

•サービスプロファイルの関連付けを解除し、Cisco UCSドメインからサーバの稼働を中止し
ます。

•該当する PCIeスロットに Cisco UCS VIC1225を挿入します。

•サーバを Cisco UCSドメインと接続します。「クラスタセットアップでの Cシリーズサー
バと Cisco UCSドメインとの接続」を参照してください。
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サーバは非クラスタセットアップでも接続できます。（注）

• Cisco UCS Managerモードでサーバを再稼働します。
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